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担当教諭より本時の活動のまとめ 

 ９月２５日（水）にコズモキッズセミナーが開催されました。この取り組みは開成小学校５，６年生の児童のみ

なさんに来校していただき、５年次生の授業「コズモサイエンス（課題研究）」の研究の途中経過を伝えるとい

うものでした。生徒は日頃の研究をわかりやすく表現しながらプレゼンテーションを行っていました。この「わ

かりやすく表現する」という活動を通し、生徒は自らの研究について理解を深めていました。 

＜目的＞ 

①発表の場を設けることで自らの研究をより深

く理解する場とする 

②自分たちの研究の客観性を明らかにする場と

する。 

③発表、議論により見出すことができた課題を

今後の研究に活かす場とする 

＜ねらい＞ 

コズモキッズセミナーを通して‥ 

・自分たちが進めてきた課題研究を小学生(5,6

年生)に説明する機会 

   ↓そのために 

・説明するために自分たちの研究を深く理解す

る 

   ↓そうすることで 

・理解した内容をわかりやすく説明できる（専門

的な内容をわかりやすい表現にする） 

▲コズモキッズセミナーの様子（本校、実験室にて） 

＜助言の視点＞ 

・小学生視点でどのような研究をしているのかがわ

かるかどうかという観点で助言してください。 

→難しい言葉や理論などをわかりやすい表現して

いるか。 

・何も知らない人がプレゼンを聞いてわかるか。 

・プレゼンを聞いた人にこの研究の魅力を伝えられ

ているのか。 

＜発表に向けた準備内容＞ 

・発表形式は keynote によるプレゼン 

・実演や製作物もあれば持ち込み可・発表時間は 1

チーム質疑合わせて 1２分 

→１グループ発表８～９分、質疑２～３分程度 

＜項目の例＞ 

研究テーマ/研究背景（必要性）/仮説/仮説の検証

方法（具体的な方法）/検証の途中経過（データ等の

提示）/現段階での考察/10 月以降の調査内容/研

究に関連する知識（研究に関連する教科と内容）  

※先行研究がある場合は必要な場面で紹介 


